
真庭市立富原小学校 学校だより No.１１

令和５年１2月１５日 校長 池田 誉

１２月１日（金）にマラソン大会が行われました。学校の周囲に設定したコースを１・２年

生は３周（1500ｍ）、３・４・５・６年生は４周（2000ｍ）走りました。

「体と心と頭をきたえよう」を合言葉に、業間や体育の時間に練習を積み重ねてきた子ども

たち。ただ速く走ればよいのではなく、自分に合ったペースを見つけ、少々苦しくても最後ま

で走り切ることに取り組んできました。つまり、マラソンへの取組は、体力だけでなく、考え

る力や困難に立ち向かう力も高めることができるのです。富原小学校の子どもたちは、１学期

から業間に運動場を毎日３周走っていますが、11月には７分間で５～６周走りました。ま

た、実際のコースで2回の試走を行い、本番に備えました。

そして迎えた当日。自信をもってスタートした子どもたちは、練習の成果を発揮し、出場し

た全員が見事に完走しました。記録も、ほとんどの児童が自己ベストを更新しました。この経

験が今後の自信につながっていくことでしょう。

児童の安全のために、監視をしながら応援してくださった保護者及び学校支援ボランティア

の皆様、温かい声援をくださった地域の皆様、ありがとうございました。

１･２年生、元気いっぱいにスタート！ 3･4年生も気合い十分です ５･６年生の力強いスタートです

多くの方の応援がパワーに 下り坂はスピードに乗ります ゴール前のデッドヒート



１２月９日（土）の参観日には、お忙しい中お越しくださり、ありがとうございました。

１校時の授業参観では、１・２年生は図工、３・４年生は体育（保健）、５・６年生はそれ

ぞれの学年に分かれて算数の学習を見ていただきました。自分の考えを説明したり、ペアやグ

ループで話し合ったりして、児童が一生懸命学習に取り組む姿を見ていただけたと思います。

その後は体育館で「お飾り作り教室」を行いました。指導者の手配や材料の準備などのお世

話を「富原福祉のむらづくり推進委員会地域交流部」の方々がしてくださいました。

富原小学校の伝統行事であるお飾り作りですが、今年は例年来てくださっている講師の方の

ご都合が悪く、指導者として来てくださったのは、地域交流部の林弘美さんと海野文雄さん、

そして学校支援ボランティアの家元重之さんの３名だけでした。

少し不安はありましたが、３つのグループに分かれて、指導者の方に教えていただきながら

お飾り作りを進めました。どのグループでも、保護者同士で助け合いながら、また、親子仲良

く協力しながら楽しそうにお飾りを作る姿が見られました。参加者みんなの力で、無事に立派

なお飾りが完成し、どのご家庭でもよい年を迎えることができそうです。

お忙しい中ご協力いただいた「富原福祉のむらづくり地域交流部」の皆様には、大変お世話

になりました。ありがとうございました。

1･2年 図工 3･４年 体育（保健） 6年 算数5年 算数

熱心に教えてくださいました 習う方も真剣です 完成したお飾りを手に全員で記念撮影


